
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 西南女学院大学 
設置者名 学校法人 西南女学院大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

保健福祉学部 

看護学科  

3 

0 

19 22 13  

福祉学科  19 22 13  

栄養学科  18 21 13  

人文学部 

英語学科  

0 

17 20 13  

観光文化学科  12 15 13  

（備考）看護学科、福祉学科の「専門科目」の部分は、「総合人間科学（一般教育科

目に該当）」の領域で「情報の理解と表現」１単位を含む。英語学科の「専門科目」

の部分は、「総合人間科学（一般教育科目に該当）」の領域で、英語学科のみで開講

している科目「地域プロジェクト」１単位を含む。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
公表方法：本学ウェブサイト 

http://www3.seinan-jo.ac.jp/university/syllabus/2021/jitsmu_uni2021.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 西南女学院大学 
設置者名 学校法人西南女学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
公表方法：公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/PDF/zaimu/seinan-jo_yakuin20210501.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 教会牧師 
2020.4.1 ～

2023.3.31 

法人業務に関する

企画・調整 

非常勤 同窓会会長 
2020.4.1 ～

2023.3.31 

法人業務に関する

企画・調整 

非常勤 前同窓会会長 
2020.4.1 ～

2023.3.31 

法人業務に関する

企画・調整 

非常勤 元大学学長 
2020.4.1 ～

2023.3.31 
コンプライアンス 

非常勤 元短期大学学長 
2020.4.1 ～

2023.3.31 
財務 

非常勤 社会福祉法人理事長 
2020.4.1 ～

2023.3.31 
財務 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 西南女学院大学 

設置者名 学校法人 西南女学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・シラバス作成については、各教員（非常勤講師も含む）が作成したシラバスを各学

科長、教務委員がシラバス作成要領（シラバスガイドライン）を基に確認（教職課程

科目は教職課程委員長）し、最後に教務部長が確認している。 

確認後に「WEB サービス学生支援システム」及び本学 HPで公開する。公開する時期に

ついては、入学式の日を基準としている。学生には、年度始めのオリエンテーション

時にシラバスの見方について説明を行っている。 

・シラバスには、「授業概要」「学生が達成すべき行動目標」「達成度評価」「具体的な

達成の目安」「授業計画（各回のテーマ、講義内容、授業の運営方法（講義・演習・グ

ループワーク等））「学習課題（予習・復習）」「予習・復習時間（分）」「理解に必要な

予備知識や技能」「テキスト」「参考図書・教材・データベース・雑誌等の紹介」「授業

以外の学習方法・受講生へのメッセージ」「達成度評価に関するコメント」等を記載

し、学生が能動的な学修をするための指標としている。 

・成績評価については、各学科で作成したディプロマポリシーを基に「知識・理解」

「思考・判断」「関心・意欲」「態度」「技術・表現」の５つの観点別評価を取り入れ、

シラバスの「達成度評価」で示している。 

授業計画書の公表方法 公式ウェブサイト http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・単位認定の基準は、成績評価として「西南女学院大学学則」第２８条及び「履修規

程」第１１条に定められ、厳正に劇用されている。単位認定のための評価方法、成績

評価に対する評価基準、受験資格、成績通知方法等は、シラバス及び「キャンパスラ

イフ 学生生活ガイドブック」に記載し、学生に周知している。 

・単位認定は、授業への出席（実質開講回数３分の２以上）を前提とし、評価方法は

試験・小テスト・レポート・発表・レポート以外の提出物等の成績によるものとして

いる。成績の評価基準は、シラバスに記載されている「標準的レベル」及び「理想的

レレベル」をもとに定められ学生自身の到達レベルに応じて得られる成績評価を明確

に示している。 

・また、成績評価に対し、疑義のある学生については、成績評価に対する照会と申し

立て制度を設けており、「キャンパスライフ 学生生活ガイドブック」に公表してい

る。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・本学では、大学学則第２８条に基づく「秀」「優」「良」「可」「不可」による５段階

の成績評価に加えて、GPA 制度を導入している。GPA の提示方法は、①通算 GPA として

入学時から現在の学期までの成績評価を受けた授業科目分の GPA を「WEB サービス学

生支援システム」内の個人成績表で開示できる方法、②学科・学年の通算 GPA の分布

表を「WEB サービス学生支援システム」内で開示している。2019 年度からは、単年度

の GPA（前年度分の GPA）をで「WEB サービス学生支援システム」内で開示する。 

・GPA の算出方法については、次のとおりである。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

公式ウェブサイト 

http://www.seinan-

jo.ac.jp/PDF/Pub/gakusei/seiseki_hokenfukushi.pdf、 

http://www.seinan-

jo.ac.jp/PDF/Pub/gakusei/seiseki_jinbun.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・本学では、教育目的を踏まえた卒業の認定に関する方針を明確に定め、単位認定、

進級及び卒業の基準は、学則及び履修規程に定め、厳格に運用している。 

・またその方針は、シラバス及び「キャンパスライフ 学生生活ハンドブック」に明

示し、周知している。 

・学科における卒業の要件は、本学に４年以上在学し、学科ごとに定める必修科目及

び選択科目の履修要件を満たし、１２４単位以上修得することとしている（大学学則

第３６条）。所定の授業科目及び単位数を修得した者については、教授会の議を経て学

長が卒業を認定する（大学学則３７条）。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/course/ 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 西南女学院大学 

設置者名 学校法人 西南女学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/PDF/zaimu/kessan2020.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/PDF/zaimu/kessan2020.pdf 

財産目録 公式ウェブサイト 
http://www.seinan-jo.ac.jp/PDF/zaimu/mokuroku2020.pdf 

事業報告書 
公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/PDF/zaimu/jigyo2020.pdf 

監事による監査報告（書） 
公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/PDF/zaimu/kansa2020.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：学校法人西南女学院 中期計画 対象年度：平成 29 年度～令和 3年） 

公表方法：公式ウェブサイト http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/keikaku/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：公式ウェブサイト http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/tenken/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：公式ウェブサイト http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/evaluation/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 西南女学院大学 保健福祉学部（看護学科、福祉学科、栄養学科）、人文学

部（英語学科、観光文化学科） 

教育研究上の目的（公表方法：公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/object/） 

（概要） 

（概要） 

 教育研究上の目的は、大学、学部及び学科ごとにその個性・特色を反映し、学則に定め

て明示している。 

西南女学院大学大学 本学は、教育基本法及び学校教育法に則り、キリスト教を教育の基

盤として、広く知識を授け、深く専門の学芸を教授研究するとともに、豊かな人間性を涵

養し、もって人類の福祉と文化の発展とに貢献する有為の人物を育成することを目的とす

る。 

保健福祉学部 保健福祉学部は、豊かな教養と倫理観を培い、看護、福祉、栄養の知識と

技術を教授し、専門職者としての実践力と協働力を育むとともに、平和を愛するグローバ

ルな視野をもって人々の幸福、地域と社会の発展に貢献できる人材を育成することを目的

とする。 

看護学科 看護学科は、看護に関する専門的知識、技術を修得し、看護実践者として、保

健、医療、福祉、教育等の幅広い分野で地域や社会に貢献できる人材を育成することを目

的とする。 

福祉学科 福祉学科は、ヒューマンサービスの専門職に必要な知識、技術を修得し、想像

力と創造力をもって、福祉、教育、保育等の幅広い分野で地域や社会に広く貢献できる人

材を育成することを目的とする。 

栄養学科 栄養学科は、「人」と「食」の両面より、栄養に関する専門的な知識・技術を

総合的に理解・修得し、保健、医療、福祉などの幅広い分野において、人々の健康の保持

増進、疾病の予防・治療に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

人文学部 人文学部は、豊かな人間性を養い、礼節を身につけ、専門的能力をもってグロ

ーバル化、情報化が進む国際社会及び地域社会において主体的に活動し、貢献できる人材

を育成することを目的とする。 

英語学科 英語学科は、異文化理解を踏まえた英語によるグローバル・コミュニケーショ

ン能力をもち、国際的視野と地域的視野に立って思考し、自主的に行動できる有能な人材

を育成することを目的とする。 

観光文化学科 観光文化学科は、語学力を基礎として、グローバル化する社会において、

自らを客観的に認識する視点をもち、異文化理解、国際社会理解ができ、ツーリズムと地

域の発展に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：公式ウェブサイト 

 http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/course/） 

（概要） 

（概要） 

 教育目的を達成するために設定された科目を履修して、定められた単位数を修得し、要

件を満たす者に学位を授与する。 

 卒業の認定に関する方針（ＤＰ）は、大学、学部及び学科ごとに設定しており、ＤＰ１

【知識・理解】、ＤＰ２【思考・判断】、ＤＰ３【関心・意欲】、ＤＰ４【態度】及びＤＰ

５【技能・表現】の五つの観点別到達目標を明示している。ＤＰ１とＤＰ２は「人知的領

域」、ＤＰ３とＤＰ４は「情意的領域」、ＤＰ５は「精神運動領域」を示す。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/course/） 



  

（概要） 

教育課程の編成及び実施に関する方針は、大学、学部及び学科ごとに設定しており、ＤＰ

を実現するための教育課程編成を具体的に説明するのもとなっている。ＤＰの内容を教育

課程として構造化するために、「整合性」を確認できるカリキュラムマップを作成すると

ともに、入学者が自ら学修計画を立て、主体的な学びを実現し、学びの過程を確認できる

カリキュラムツリーも作成している。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/course/） 

（概要） 

入学者の受入れに関する方針は、大学、学部及び学科ごとに設定している。学力の３要素

「知識、態度、意欲」に加え、本学が求める入学生の要素について、観点別項目で表現し、

ＤＰとの整合性を確保している。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：公式ウェブサイト http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/outline/ 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

保健福祉学部 － 23 人 10 人 20 人 5 人 11 人 69 人 

人文学部  9 人 4 人 2 人 0 人 0 人 15 人 

助産別科 － 1 人 0 人 2 人 2 人 1 人 6 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 78 人 78 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/tenken2/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

学科、学部代表の教員が委員となり点検評価改善会議 FD 部門会議を行い、FD 研修会のテーマを決定し、

大学・短期大学部合同の研修会を年３回開催、また、各学科で学科 FD を実施している。令和 2年度は、

新型コロナウイルス感染症の流行とその対応のため実施ができなったが、令和 3 年度は実施する予定で

進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

保健福祉学部 270 人 246 人 91.1％ 1080 人 974 人 90.2％ 若干名 人 8 人 

人文学部 120 人 72 人 60.0％ 480 人 431 人 89.8％ 若干名 人 2 人 

合計 390 人 318 人 81.5％ 1560 人 1405 人 90.1％ 若干名 人 10 人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

保健福祉学部 
259 人 

（100％） 

10 人 

（  4％） 

226 人 

（  88％） 

21 人 

（  8％） 

人文学部 
100 人 

（100％） 

1 人 

（  3％） 

70 人 

（  71％） 

27 人 

（  ％） 

合計 
359 人 

（100％） 

11 人 

（  3％） 

296 人 

（  83％） 

48 人 

（  14％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項）西南女学院大学助産別科、JCHO 九州病院、小倉記念病院、 

共生の里、北九州あゆみの会、日清医療食品、水巻学園、カナデン、ユー・エス・イー 

（備考） 

 

  



  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

保健福祉学部 
280 人 

（100％） 

253 人 

（90.4％） 

7 人 

（2.5％） 

19 人 

（6.8％） 

１人 

（0.4％） 

人文学部 
109 人 

（100％） 

95 人 

（87.2％） 

6 人 

（5.5％） 

7 人 

（6.4％） 

0 人 

（-％） 

合計 
389 人 

（100％） 

348 人 

（89.5％） 

13 人 

（3.3％） 

26 人 

（6.7％） 

1 人 

（0.3％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）教育目的を踏まえ、教育課程の編成及び実施に関する方針を明確に定め、「キャンパ

スライフ 学生生活ガイドブック」や大学ホームページ等で学内外に公表している。 

 各学科の教育課程は、カリキュラムマップやカリキュラムツリーなどのツールを作成し、デ

ィプロマポリシーを達成するための体系的な教育課程となっている。 

 教授方法の工夫・開発及び改善を目的として研修会や授業評価アンケートを行い、シラバス

には、学生が達成すべき行動目標、達成度評価、具体的な達成の目安、学修課題（予習・復習）

などを明記し、学生が能動的、主体的に学修に取り組めるように工夫している。 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）単位認定の基準は、成績評価として「西南女学院大学学則」第２８条及び「履修規程」

第１１条に定められ、厳正に適用されている。単位認定のための評価方法、成績評価に対する

評価基準、受験資格、成績通知方法等は、シラバス及び「キャンパスライフ 学生生活ガイド

ブック」に記載し、学生に周知している。 

 単位認定は、授業への出席（実質開講回数３分の２以上）を前提とし、評価方法は試験・小

テスト・レポート・発表・レポート以外の提出物等の成績によるものとしている。成績の評価

基準は、シラバスに記載されている「標準的レベル」及び「理想的レレベル」をもとに定めら

れ学生自身の到達レベルに応じて得られる成績評価を明確に示している。 

 教育目的の達成状況の点検・評価の方法として、学生による「授業評価アンケート」に対し

て教員が「リフレクションカード」を作成し、達成状況をディプロマポリシーと結びつけ、数

値と記述により客観的に分析し、公式ウェブサイトの「教育情報」の「授業評価」で開示して

いる。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

保健福祉学部 

看護学科 124 単位 有 49 単位 

福祉学科 124 単位 有 49 単位 

栄養学科 124 単位 有 49 単位 

人文学部 
英語学科 124 単位 有 48 単位 

観光文化学科 124 単位 有 45 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：公式ウェブサイト 

http://www.seinan-

jo.ac.jp/PDF/Pub/gakusei/seiseki_hokenfukushi.pdf 

http://www.seinan-

jo.ac.jp/PDF/Pub/gakusei/seiseki_jinbun.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：：公式ウェブサイト内「教育情報」の「授業評価」

http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/edu_info/ 



  

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：公式ウェブサイト 

http://www.seinan-jo.ac.jp/seinan/wp-

content/themes/seinan/img/guide/edu_info_3.pdf 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

保健福祉

学部 

看護学科 943,000 円 270,000 円 587,000 円 他に委託徴収金あり 

福祉学科 656,000 円 270,000 円 438,000 円 他に委託徴収金あり 

栄養学科 656,000 円 270,000 円 334,000 円 他に委託徴収金あり 

 人文学部 
英語学科 656,000 円 270,000 円 264,000 円 他に委託徴収金あり 

観光文化学科 656,000 円 270,000 円 264,000 円 他に委託徴収金あり 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）学生・教員・職員が「ＷＥＢサービス学生支援システム」を利用している。このシ

ステムは、学生の学修支援及び就職支援に利用しており、このシステムを学生・教員・職員

の三者が運用することで入学から卒業まで一貫した支援を行う体制を整えている。 

 「ＷＥＢサービス学生支援システム」では教職員間では学生の履修状況、成績、ＧＰＡ、

出欠状況等の学生情報を共有することが可能であり、学生への学修、修学支援につながって

いる。学生自身もシステムの利用により、自己の履修状況、成績、ＧＰＡを常時把握するこ

とができ、履修計画や学修に活かしている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

1．就職ガイダンスや就職対策セミナー、模擬テストなど 

2．履歴書・エントリーシートの添削、書き方指導など 

3．模擬面接(面接試験事前準備として活用) 

4．インターンシップについての情報公開、事務手続きなど 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

心身ともに健康で充実した学生生活をサポートするため、保健室や学生総合支援室が設けら

れている。保健室では、病気やけがの時の応急処置や休養、病院の紹介等を行い、学生総合

支援室では、心身の健康、勉強、人間関係、性格に関する相談や、障害のある学生の修学に

関する相談、ハラスメントに関する相談など、学生生活上のさまざまな悩みの相談に応じて

いる。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：公式ウェブサイト http://www.seinan-jo.ac.jp/guide/tenken2/ 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード F140310110810

（備考）

内
訳

30人

16人

家計急変による
支援対象者（年間）

-

124人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

123人

後半期

114人

71人

27人

16人

学校名

設置者名

西南女学院大学

学校法人 西南女学院

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

118人

72人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人

0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

0人

0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

2020.9.25付で訓告処分となった者は2020年度後期から１年間休学。よって、認定の効力の停止期間
は2024年３月から１か月の予定。

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

19人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 19人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人


